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検にて前立腺癌,Gleason’s Score 4＋5＝9,T3aN0M0,stage Cと診断された.Diethylstilbestrol(DES)2.75 g/bodyを投
与後,CAB療法 (酢酸リュープロレリン,ビカルタミド併
用)を導入し,PSA 0.10 ng/mlまで低下,CAB開始後1年
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55歳男性,原発性肺癌cT2bN1M0,気管支完全閉塞によ
る閉塞性肺炎に対して肺部分切除術,気管支形成術が施行
された.術前より発熱ありDRPMが投与されていたが,術
後も発熱が遷延しCT施行.腎膿瘍の診断となった.術前の
CTですでに両腎に小さな囊胞性病変を指摘されていたが,
術後のCTでは増大傾向であった.発熱の他は腎膿瘍とし
ての理学所見に乏しかったが,追加で施行したMRIでも
膿瘍の診断だった.その後経過観察のCTで病変の一部増
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